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香川県前向きに頑張る事業者を応援する総合補助金　活用事例No.8

　実際の病児保育室で、一から組み立てられた病児保育システムの開発・運用のほか、医療機関

の電子カルテと連携した業務効率化システムを開発・運用等、病児保育室や医療機関の業務効率

化支援や、ホームページ制作を行っている。

　無料の老人ホーム紹介、お年寄りの生活に関する相談事業など、高齢者向けサービスを展開し

ている。

　病児保育の経営課題として予約の複雑さと機会損失が大きいということがある。そこで、病児

保育オリジナルのプログラムを作り、年齢や病気の症状を考慮した予約システムを開発した。さ

らに、インターネットから予約をキャンセルした際、施設側からお断りした子どもの保護者あて

に自動的に空きができたお知らせメールを届け、機会損失を減らすシステムの開発に取り組ん

だ。

　システムを導入している施設にて、残りの受け入れ人数の把握が保育士間で行えるようになっ

た。これまでは保育主任が経験により受け入れ人数を想定していたが、児童の月齢に応じて数値

化することで経験に頼らず、すべての保育士が把握できるようになり、結果的に受け入れ人数に

余力ができた。

　システムを利用することで保育士の働き方改革、保護者はインターネットを通じた予約が可能

になり双方にとってメリットがある。

　補助事業者は長年病院運営に携わっていたスタッフが代表を務めており、今後も現場のニーズ

に沿ったシステム開発や横展開が期待される。

④情報通信業 ④情報通信業

クラウド型のシステムを用いた保育士の働き方改革と顧客満足度の向上

　病児保育施設において複雑な計算が必要な病児の受け入れ可能人数を可視化するとともに、施

設に空きが発生した時に保護者にお知らせするシステムを開発する。


